
原著

電

抵

抗

皮

膚

逼

一一-3-

序

言

第
一
一
編
皮
膚
通
電
抵
抗
就
中
共
の
基
本
的
研
究

第

一

章

緒

言

第

二

章

測

定

器

第
一
項
実
験
用
皮
膚
通
電
測
定
探

第
二
項
臨
床
用
皮
膚
通
電
測
定
器
一

川
良
導
点
電
流
量
・
測
定
装
置

.
ω
良
導
絡
探
索
装
置

ω
良
導
点
探
索
装
置

第
三
章
メ
チ
レ
ン
背
皮
膚
電
流
輸
送
法
に
関
す
る
研
究

第
四
章
自
律
神
経
剤
注
射
の
皮
府
通
電
抵
抗
に
及
ぽ
す
影
響

第
五
章
皮
膚
通
電
抵
抗
と
圧
痛
及
び
電
流
痛
に
関
す
る
研
究

第
六
章
施
灸
後
十
分
時
皮
膚
C
諸
点
に
於
け
る
通
電
抵
抗
C
変
化

第
・
七
章
電
圧
の
変
化
に
よ
る
皮
膚
通
電
電
流
量
の
変
化

第
八
章
置
織
に
よ
る
皮
膚
通
・
電
扱
抗
C
変
化

第
九
章
不
感
蒸
池
と
皮
膚
通
電
抵
抗
・
・

第

十

章

総

括

と

結

論

第
二
編
良
導
絡
に
関
す
る
研
究

第

一

章

緒

言

第
二
章
良
導
絡
む
形
態
に
関
す
る
研
究

其
の
一
良
導
絡
む
形
態

其
の
ご
腰
部
、
手
掌
及
び
顔
面
の
通
電
抵
抗
。
一
例

『也、、
L-

思

其
の
三
三
文
神
経
痛
の
分
析

其
の
四
背
部
の
通
常
抵
抗

其
の
五
良
導
絡
に
於
け
る
プ
ロ
カ
イ
ン
注
射
の
影
響

其
の
六
打
撲
に
よ
る
可
。
良
導
絡
の
変
動

第
三
章
良
導
絡
と
内
臓
と
の
関
係

第
四
章
代
表
良
導
点
に
関
す
る
研
究

第
五
章
皮
膚
適
雷
、
通
過
電
流
量
の
比
較
に
関
す
る
研
究
.

第
六
章
日
常
生
活
が
良
導
絡
に
及
ぼ
す
影
響

第
七
章
同
一
良
導
絡
上
の
各
良
導
点
刺
激
が
そ
の
各
々
の

良
導
点
に
及
ぼ
す
影
響

同
一
良
導
絡
上
の
諸
良
導
点
に
対
す
る
刺
激
が
他

の
良
導
絡
に
及
ぽ
す
影
縛
諸

五
伝
導
方
向
に
関
す
る
研
究

五
伝
導
方
向
と
興
務
線
抑
制
線
に
関
す
る
研
究

六
部
定
位
の
通
電
抵
抗
に
関
す
る
研
究

左
右
良
導
絡
の
相
関
関
係

表
裏
良
導
絡
の
相
関
関
係

良
導
絡
の
興
奮
点
及
び
抑
制
点
の
研
究

刺
激
の
種
類
及
び
金
と
そ
の
良
導
絡
へ
の
影
響
に
関
す
る
研
究

全
良
導
絡
調
整
と
そ
め
分
拐
に
関
す
る
研
究

反
応
良
導
点
に
関
す
る
研
究

総
括
及
び
結
論

文

献

良

導

大

生第

八

章

第
・
九
章

第

十

章

第
十
一
章

第
十
二
章

第
十
三
章

第
十
四
章

第
十
五
章

第
十
六
章

第
十
七
章

第
十
八
章

参

考

、. 

絡

く巴〉

理

中

義

雄

谷'

. . 
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一

代
表
良
導
点
仁
関
す
る
研
究

第
四
章

第

一

項

緒

言

良
準
点
陀
於
け
る
交
感
紳
経
由
民
磁
性
主
使
宜
上
、
良
明
時
点
泡
流
円
以
測
定
袋
置
で
測

定
し
た
ミ
〉
岱
で
現
わ
す
と
と
と
し
て
い
る
。
所
が
良
市
単
絡
の
興
鷲
性
主
現
わ
す
場

合
は
面
倒
に
な
っ
℃
〈
る
、

一
つ
の
良
市
帯
絡
托
ぬ
ケ
の
良
市
時
点
が
ゐ
っ
た
と
す
る
と

日
ケ
所
の
良
相
時
点
の
な
〉
量
を
加
え
て
、
日
で
割
っ
た
も
の
吉
良
部
絡
D
興
奮
性
と

す
る
か
、
或
は
良
翠
絡
上
を
す
吉
間
な
く
測
定
L
て
、
測
定
し
た
数
で
割
る
か
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ζ

の
様
な
と
と
は
良
導
絡
を
研
究
し

τ行
く
上
に
大
変
手
数
が

か
L
る
、
実
験
上
は
出
来
て
も
臨
床
上
で
は
役
に
立
た
な
い
。
そ
れ
で
.
そ
の
良
導
的
柏

上
の
良
率
直
…
で
、
モ
D
良
部
絡
と
悶
じ
様
な
変
化
主
す
る
良
冊
中
点
が
な
い
か
、
ど
う

か
を
し
ら
ベ
た
u

モ
し
て
、
ゐ
る
良
部
苫
…

t
測
定
し
た
だ
け
で
、
モ
白
良
匁
絡
の
興
奮
性
を
代
表
出
来

る
と
と
が
わ
か
っ
た
の
で
あ
る
良
導
点
主
モ
の
良
導
絡
む
代
表
良
導
点
と
名
づ
げ
た

今
そ
の
結
果
に
到
達
し
た
経
過
に
つ
い
て
記
紋
し
よ
う
。

第

二

項

実

験

.

川

実

験
資
料

・

第
一
笑
験

l
第
六
笑
験

中

O
義

O

U
才

男

性

健

康

体

ω
笑
験
設
置

第
一
実
験
か
ら
第
五
笑
験
ま
で
は
実
験
用
測
定
器
第
六
実
験
は
良
導
占
山
健
流
髭
測
定

用
装
置
で
測
定
し
た
。

ω
実
験
方
法

第
一
実
験
か
ら
第
五
実
験
ま
で
は
民
T

2

0
・

}
-
o
-

可
u-
可
。
良
導
絡
上
に

8
1
u

ケ
の
良
導
点
在
求
め
.
そ
の
部
位
で
伺
時
に
測
定
す
る
.
刺
激
部
位
は
任
患
の
点
で

良
い
が
、
と
t
a

で
は
そ
D
測
定
部
位
の
す
ぐ
僚
に
半
米
粒
大
の
灸
を
一
壮
づ
9
絡
灸

し
た
。
第
六
実
験
で
は
各
良
導
絡
上
の
古
典
で
籾
う
井
、
栄
、
原
、
経
、
合
.
と
よ

ば
れ
る
部
位
で
測
定
し
た
。
井
栄
原
経
合
の
部
位
を
一
一
小
す
と
弐
の
如
く
で
ゐ
る
。

--ー

実
験
成
絞

H52 
H53 

H51-‘ 
Hs5 I 

第三実験

品
問
外

Z

J

4
A
l
Z
β
斗
凶
，
J
O
ヴ
川

、はい
刷
出
H
州
他

州

は
印
刷

H
平

(

Hcl/ 

H'13 

H'" 
H，Z3 

Hr1 

H512 

Hrl5 

HdO 

Hd' 
Hd2 

"1"-1..... _..i"つ-
..例叫 .Mーヤ町.句・吋'
::::!7I.・ニーニ ." 
問 ~

第 12表

第 IO薮

第 IJ茨
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第 13表

第
五
実
験

F，M，J{ 
干片μA号

f6'f 
F，2 
f，3 
F，+ 
F，5 

'e
o
e
n
l
AT
 

-
-
l
i
1
 

5

6

1

 

「
「

「
「
r
h
r
h

「
同

第
六
実
験

111'γ 氏巴11

11 j 

聞c 

思
3 九

|王

n E 
手

m .-
第 15袋

第
三
項

4
4

法

第

一
実
験
か
ら
第
五

実
験
迄
の

一
審
上
の

良
導
絡
平
均
支
〉
髭

の
変
化
と
い
う
の
は

そ
の
良
導
絡
上
の
良

一一導
点

8
l
u
ケ
の

な
〉
品
A
E加
え
て、

モ
の
数
で
割
っ
た

交
〉
霊
で
ゐ
る
。
そ

の
平
均
し
た
な
〉
査

で
良
導
絡
D
興
密
性

主
現
わ
す
と
、
平
均

三
〉
最
C
変
動
は
良

導
絡
む
変
動
で
あ
り

そ
C
良
導
絡
白
変
動

に
平
行
(
正
比
例
)
し

て
変
動
す
る
良
導
点

を
求
め
る
と
、
第

一

実
験
で
は
回
二
で
ゐ

り
.
第
二
実
験
で
は

国
主
、
第
三
実
験
で

は
出

a
T
第
四
実
験

で
は
『
u
u
.
第
五
実

験
で
は
司
乏
で
ゐ
る

U
D
内
第
四
笑
験
の

町
、
以
外
は
皆
古
典

の
十
二
原
と
よ
ば
れ

第 14表

る
部
位
で
ゐ
る
.
第

六
実
験
で
は
各
良
導

絡
上
の
弁
栄
命
経
合

a

と
よ
ば
れ
る
芸
位
で

測
定
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
良
導
絡
の
井
栄

命
経
合

口
於
け
る

ミ
〉
宜
主
合
計
し
5

で
剖
つ
だ
も
の
が
平
均
値
で
ゐ
る
。
そ
の
平
均
値
と
比
較
す
る
と
原
穴
の
測
定
が
良

導
絡
の
平
均
値
に
一
番
平
行
し
て
い
る
。

第

四

項

結

語

良
湖
絡
の
興
再
出
性
を
代
表
じ
得
る
仮

4
適
当
な
る
良
導
点
は
十
=
阪
穴
と
よ
ば
れ
る

ヱM
臼
・同
出向日
NHY
』

?
?
"
u
M
Myr
t
・
2
u
Y
E
。
7

・『
司ドf

『
upJ

司仰い
h

r

『
h
P
A
h
-

勺

mu

--0.二YJ申
λ
6
0

・

J2.!':l"~ . .n~. ，.，.持例代I倉金事.. 

第 25図

第
五
宰

・反
応
通
電
、
通
過
篭
涜
去
の
比
較

に
関
す
る
研
究

第

一
項

緒

言

皮
府
は
泡
邸
の
変
化
に
よ
っ
て
皮
胞
を
通
る
地
流
量
が
異
る
の
で
所
定
の
測
定
器

で
通
過
恒
流
訟
を
測
定
す
る
ζ

と
と
し
て

い
る
。
或
る
こ
点
(
と
れ
を

A
点
、
B
点

と
仮
定
し
〉
の
う
ち
そ
の

て
凸…
A
点
は
一
山口、
h
p
流
れ
、
他
の
一
点
E
点
は
き
な
〉
流
れ

て
い
円。
と
す
る
@
そ
し
て
又
或
る

一
有
G
に
刺
激
を
与
え
た
場
合
、
A
点
の

S
E〉

が
問
。
な
〉
と
な
り
、
B
点
の
言
、
〉
が
叶
c
h
h

〉
と
な
っ
た
と
す
る
。
と
れ
は
ど
ち
ら
も

M
C
な
〉
地
加
し
た
と
と
に
友
る
。
と
の
場
合
、
C
点
の
刺
激
は
、

A
点
此
び
B
点
に

同
じ
程
度
に
作
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
.
或
は
な
〉
数
D
大
き
い
4

む
の
は
小
さ
い

も
の
よ
り
多
く
反
応
す
る
と
す
れ
ば
A
点
の
方
に
強
く
作
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
の
様
な
比
較
の
問
題
は
将
来
必
要
に
な
る
。
し
か
し
と
の
問
題
は
人
休
に
於
け
る

反
応
で
あ
る
震
に
孫
賀
な
る
比
較
は
難
し
い
。
そ
れ
で
モ
の

一
つ
の
方
法
と
し
て
'
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次
の
様
な
E
と
を
行
っ
た
。

第
一
実
験
、
代
表
良
導
点
凶
ケ
所
で
二
時
間
沿
吉
に
日
日
間
に
わ
た
っ
て
測
定
し

た
。
と
の
場
合
代
表
良
導
点
で
測
定
し
た
電
流
量
に
よ
っ
て

D
I
G
E
r
・

5
t包

ιげ

な
〉
J
M
o
t
u
r
F
S
I
s
-
-
ち
i-3王
、

E
1
0
f
k
p
s
i
a由
主
〉
と
い

う
様
に
分
け
て
、
そ
れ
が
一
時
間
の
後
に
、
何
な
〉
変
動
し
た
か
を
し
ら
べ
た
巴
と

れ
は
そ
れ
作
¥
の
下
〉
盃
単
位
が
自
然
的
に
ど
の
ぐ
ら
い
変
動
す
る
か
を
知
る
震
に

行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

次
は
、
代
表
良
導
点
初
ケ
所
で
測
定
し
た

b
の
で
、
そ
れ
を
前
の
様
に
。

l
口
b
k
r

H
O
l
M
口
、
〉
と
い
う
様
に
分
け
て
、
各
所
に
施
灸
刺
激
主
与
え
て
、
ど
の
単
位
が
ど

の
程
度
通
俗
変
化
し
た
か
を
し
ら
ベ
た
。
と
れ
に
よ
っ
て
、
な
〉

霊
が
大
き
い
も
の

程
よ
く
反
応
す
る
か
、
又
そ
れ
が
ど
の
程
度
強
〈
反
応
ヂ
る
か
と
い
う
と
と
を
知
る

と
と
が
出
来
る
わ
け
で
あ
る
。

第

二

項

実

験

川

実

験

資

料

第
十
笑
験
自
然
的
変
化
の
測
定

中

O
千
O
子

如

才

女

性

健

康

体

中

O
広

O

げ

才

女

性

健

康

休

第
二
実
験
灸
刺
激
に
よ
る
変
化
の
測
定

1
上

O
美

O
代

引

才

女

性

肺

浸

潤

2
辻
O
タ
O

m

m
才

女

性

腰

痛

3
山
O
守

O

U

才

男

性

背

部

柿

4
玉
O
カ

O
ェ

お

才

女

性

層

己

り

6
川

O
リ

の

子

刊

才

女

性

頭

痛

6
中

O
百

O
子

お

才

女

性

倦

怠

感

7
岡

O

一O
M

才

男

性

肋

悶

痛

+

8
官

O
モ

o
z
m山
才

女

性

子

宮

箔

9
入
O
道

O

M

A
才
女
性
心
臓
一
例
経
症

叩
上
O
松

0

0

才

女

性

頭

痛

μ
川
O
年

O

U

才

男

性

胃

潰

疹

U
山

O
好

O

ω

才

女

性

日
森

O
保

犯

才

男

性

は
中

O
寅

O

何

才

男

性

山
中

O
干

O
子

札

才

女

性

開

実

験

護

軍

第
一
実
験
第
二
実
験
と
も
に
良
導
点
電
流
髭
測
定
装
置

問

実

験

方

法

第
一
実
験
左
側
の
代
表
良
導
点
主
一
時
間
、
間
隔
で
測
定
町

会
求
め
た
。

第
二
実
験
Z
U
E
U良
導
絡
の
代
表
良
導
点
を
の
ぞ
く
他
の
全
部
(
左
右
)
の
却
代
表
良

導
点
で
測
定
し
た
施
灸
直
前
と
施
灸
刺
激
品
分

t
加
分
後
に
於
け
る
変
化
を
求
め
た

川
町
笑
験
成
綴

不
眠
症

消
化
不
良
症

上
半
身
痛

頭

市

川

一
時
間
に
於
け
る
変
化

第
一
実
験

第 16表

1.ii-~e'h， 
b宮町1k

(司'~I判 3

第
二
実
験
川

第 17表

も
糾
一
三

7
玄

決~'I時;l-\P~
l1(¥ 
f.<A 

30 
'" 

第
ご
実
験

ω

第 18表
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第

三

項

考

按

第
一
実
験
の
成
績
を
み
る
と
。

i
也
、
〉
は
一
時
間
の
後
に
は
相
当
大
き
い
変
化

を
示
し
て
沿
り
、

M
O
R
〉
代
、
色
。
ミ
〉
・
代
が
一
番
小
さ
い
変
化
を
示
し
て
い
る
。
全

般
的
に
み
る
と

5
ミ
〉
代
よ
り
さ
h
H

〉
代
ま
で
は
同
程
度
の
変
化
を
示
し
て
い
る
。

次
に
第
二
実
験
川
の
成
績
を
み
る
と
第
一
実
験
と
は
少
し
異
り
志
〉
量
の
大
き
い

も
の
程
そ
の
施
灸
刺
激
に
対
す
る
反
応
が
大
き
い
様
に
恩
わ
れ
る
。
ち
な
〉
代
が
精

変
化
が
少
い
が
、
代
表
良
導
点
の
合
計
平
均
が
約
ち
な
〉
で
あ
る
の
で
、

s

h

h

〉

は

生
理
的
健
康
値
と
考
え
ら
れ
る
。
随
っ
て
そ
の
反
応
が
少
い
の
で
は
な
.
い
か
と
考
え

て
い
る
a

そ
れ
に
、
第
一
実
験
と
異
る
点
は
‘
第
一
実
験
で
は

o
t
ど
h

〉
で
は
大

き
〈
変
化
し
て
い
る
が
、
第
二
実
験
の

o
t
句
、
〉
は
そ
の
反
応
が
小
さ
い
と
ど
で

あ
る
。
と
の
様
な
相
違
は
、
第
一
実
験
で
は
健
康
体
に
於
は
る
測
定
で
あ
り
、
第
二

実
験
で
は
病
人
で
あ
る
と
と
が
関
係
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
疾
患
に
よ
っ
て
或
る
良

導
絡
が
鮮
明
に
現
わ
れ
た
り
、
或
は
反
対
に
不
良
導
絡
と
な
る
と
う
し
た
通
常
抵
抗

の
変
化
を
起
さ
し
め
た
疾
患
の
篤
に
病
的
に
変
化
せ
し
め
ら
れ
た
第
二
実
験
で
は
。

t
o
b〉
代
で
は
反
応
が
少
い
と
考
え
て
い
る
。

第
二
実
験

ωは
第
一
実
験
川
の
な
詳
霊
の
増
加
し
た
も
の
と
減
少
し
た
も
の
に
分

け
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
h
h

〉
盤
の
少
い
も
の
で
は
ミ
〉
量
が
増
加
す
る
例
数
も

多
く
.
反
臆
す
る
な
k
p
霊
も
多
い
。

H
C
h
h

〉
代
で
は

ω
例
中
前
例
上
昇
し
て
い
る
、

そ
の
よ
昇
反
憾
の
平
均
三
怪
童
は
丘
、
〉
で
あ
る
o
A
o
h
h
k
p
.
量
以
上
で
は
減
少
例
数
も
.

・
反
臆
h
h
k
F
量
も
下
降
す
る
方
が
多
い
。
自
然
的
・
な
変
化
と
、
灸
刺
激
に
よ
る
変
化
を

比
較
す
る
と
、
灸
刺
激
を
与
，
え
た
か
ら
‘
大
き
く
反
隠
し
た

b
け
で
も
な
い
。
と
す

る
と
灸
刺
激
は
影
響
が
な
い
と
謂
う
と
と
に
な
る
が
.
刺
激
に
よ
っ
て
選
択
的
に
通

電
抵
抗
を
鑓
化
さ
せ
る
と
と
が
出
来
る
。

第

四

項

結

論

人
体
皮
膚
に
対
す
る
無
刺
激
状
態
及
び
施
灸
刺
激
に
よ
る
各
単
位
に
於
け
る
餐
化
張

感
、
〉
霊
を
み
る
と
、
大
体
に
於
て
、
M
c
h
h
〉
t
g
h
h
〉
ぐ
ら
い
の
聞
に
於
て
は
、
そ

の
反
憾
な
〉
量
を
叩

%
t
ω
%
の
誤
差
を
考
え
る
時
は
比
較
す
る
と
と
が
出
来
る
。

刺
激
に
よ
る
反
感
、
〉
量
の
比
較
に
は
前
掲
第
二
実
験

ωの
曲
線
を
参
考
に
す
れ
ば

相
当
正
確
怠
比
較
を
す
る
と
と
が
出
来
る
。

第
六
章

日
常
生
活
が
良
導
絡
じ
及
ぼ
す
影
響

第

一

項

緒

震

代
表
良
導
点
に
関
す
る
研
究
(
第
四
寧
〉
で
、
各
良
導
絡
の
興
奮
性
の
変
化
を
代
表

良
導
点
も
知
る
と
と
が
出
来
る
。
そ
れ
で
そ
の
代
表
良
導
点
の
測
定
を
行
い
、
日
常

生
活
に
於
け
る
生
活
条
件
や
生
活
状
態
(
気
温
、
湿
度
、
体
温
、
食
事
、
排
便
、
排

尿
、
運
動
等
)
に
よ
っ
て
良
導
絡
の
興
奮
性
が
如
何
に
変
化
す
る
か
を
知
ら
ん
と
し

た
測
定
は
一
時
間
間
隔
で
行
う
と
と
と
し
た
。

第

二

項

実

験

川
実
験
資
料

中

O
千

0.子
幼

才

女

性

健

康

休

中
O
広
O

U

才

女

性

健

康

体

ω
実
験
装
置

良
導
点
電
流
量
測
定
装
置

ω
実
験
方
法

左
側
手
の
代
表
良
導
点
回
忌
・
回
ω
∞
・
回
目
F

∞
‘
回
主
・
固
な
・
民
生
で
一
時
間
間
隔

で
測
定
、
そ
の
都
度
、
気
温
.
湿
度
、
休
湿
を
測
定
L
.
一
日
に
時
四
測
定
し
た
。

そ
の
問
、
食
事
、
排
便
.
排
尿
、
ア
イ
ロ
ン
が
け
、
徒
歩
、
運
動
、
挟
笑
、
雨
等
の

条
件
を
記
入
し
た
。
と
の
測
定
ニ
人
で
5
日
間
の
実
験
が
終
っ
て
后
足
の
.
代
表
良
導

点
‘
『
H
F
句
、
.
匂
Hdω
・
目
立
・
句
、
‘

?wmで
前
向
様
測
定
し
た
。

川
開
突
験
成
績

手
の
代
表
良
導
点
測
定
成
績
は
次
表
記
俄
の
如
く
で
あ
る
。
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第 38表

第
三
項

考

按

通
電
抵
抗
は
気
温
、
湿
度
、
休
混
に
上
っ
て
充
右
さ
れ
る
と
と
は
生
理
学
上
よ
り
考

え
て
も
当
然
な
と
と
で
あ
る
。
し
か
し
.
E
の
実
験
成
績
よ
り
み
る
時
は
他
の
因
子

が
そ
れ
以
上
強
く
作
用
す
る
も
の
か
、
一

定
の
法
則
の
も
と
に
影
響
さ
れ
て
い
る
様

に
思
わ
れ
な
い
。
即
ち
と
の
と
と
は
影
響
が
あ
っ
て
も
、
影
響
が
少
い
と
抑制う
と
と

仁
左
る
。
各
代
表
良
導
点
に
於
け
る
電
流
量
の
変
化
を
右
表
曲
線
で
み
る
と
手
で
は

回
忌
・
目
μ
-w
・
2
一志
は
相
似
的
変
化
を
示
し
、
国
Av
a
-
E
uf
，Z
三
は
又
相
似
的
変

化
主
示
し

τ
い
る
a

足
で
は
手
程
鮮
明
で
は
な
い
が
、
可
H
臼・

『
日予

同

AE
は
相
似

的
変
化
を
示
し
、
町

ω
y
?JY
司埼
玉
は
相
似
的
変
化
を
示
し
て
い
る
。
と
の
曲
線

形
の
変
化
か
ら
、
食
事
や
排
便
に
よ
る
泡
流
量
の
変
代
等
に
つ
い
て
し
ら
ベ

τみ
た

即
ち
食
事
後
の
測
定
電
流
長
か
ら
、
食
都
前
の
測
.定
氾
流
置
を
引
い
た
差
、
食
事
に

関
係
あ
り
と
解
さ
れ
る
。
排
便
で
は
、
排
出
民
後
の
電
流
量
か
ら
排
便
泊
の
低
流
量
を

引
い
た
筏
り
の
泡
流
盤
が
排
便
に
回
係
あ
り
と
思
わ
れ
る
。
食
事
で
は
手
の
代
表
良

導
占
山
の
測
定
で
お
例
あ
り、

足
の
代
表
良
捕
時
点
で
剖
例
あ
る
。
陥
っ
て
ブ
手
で
は
食

後
の
電
流
霊
訪
例
主
加
算
し
、
，
h
で
削
る
と
平
均
値
が
出
る
。
女

に
食
前
の
低
流
震

が
例
主
加
算
し
、
お
で
創
る
と
平
均
値
が
出
る
.
モ
の
食
後
の
平
均
値
よ
り
食
前
の
-

平
均
値
を
引
い
た
警
が
回
忌
(
一肺
U

で
は
合
旬
、
ト
〉
で
あ
り
、
ヱ
込
で
は
~γ
泊
三
〉

.
z
b

(
心
で
は
~fJH
〉
、
ヱ
供与え
小間
四
)
で
は
』曲
ど
h

〉
で
あ
る
。
次
の
表
は
と
の
様
に
し
て

出
来
た
も
の
で
あ
る
。

第

四

項

結

語

皮
膚
通
電
抵
抗
は
日
常
生
活
に
於
て
刻
々
と
し
て
変
化
し
て
い
る
。

殊
に
食
事
、
排

置

使

誹
尿
、
映
笑
の
如
吉
日
常
生
活
状
態
が
著
明
に
そ
の
変
動
に
影
響
し
て

い
る。
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第 39茨

と
の
表
を
み
る
と
食
事
に
よ
っ

て
は

z
t

(
小
腸)、

ヱ
い
え
淋
巴
管
)
、
町
三
(
宵
)
が

一
容
反
感
し
て
ゐ
る
.
又
緋
使
で
は
食
事

に
よ
っ
て
む
流
鐙
D
地
加
し
た
も
の
が、

却
っ

て
減
少
し
て
い
る
と
と
は
興
味
が
あ

る
。
排
尿
で
は
ヲ
ユ
(
跨
脱
)
の
反
感
が

一

番
少
い
.
と
の
と
と
は
排
尿
に
よ
っ
て
全

般
的
仁
過
包
括
抗
が
減
少
(
交
感
神
経
)
緊

猿
し
た
と
考
え
度
い
。
排
尿
に
よ
っ
て
跨

抗
関
係
の
興
奮
性
が
減
少
し
た
と
考
え
る

と
、
端
的
に
理
解
が
つ
く
と
思
b
れ
る
。
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頁 | 図表番号 ! 行 誤 E 

b 表 s 13 

i語
21.55 

IU 表 2 8 脈樽数

II 表 4 脈縛教
11 11 

" 盆 位
五r 1/ 15 坐 位
五r 11 16 

脈気 縛湿.:%数} 
. 

12 表 6 左2段 気 温(%)
11 表 8 左5 M=284 M=28.4 
11 1/ 右4 12.3-117 12.3-11.7 
13 表ffll 脈時数 ー. 脈樽数
1/ 2 座 位 坐 位

17 第四表 右側! 座 位
恢坐復脈樽箆数1/ 1/ 五時L 恢復脈脚数

品r 第六表 皮労
疲坐

空f
11 第七表 2 座 位 位
11 11 11 脈鰐数 坐脈 縛位数
11 11 11 鹿 位 a

11 第八表
一
左?段 気温(%'> 気湿:括}

第九表 欄外 静的体力 坐静的体力位;第5回〉11 

1"8 第十一君 右3 -座 位 . 

11 
第第十十三四表表

9 鹿 位 .坐 位
11 3 陸 位 坐 位
11 第十五表 欄外 (競走前座位〉 〈競走前坐位〉
11 第十六表 欄タト 脈問数 脈縛数
11 11 

" t競走前座位〉 t競走前坐位〉
11 第ー十表 〈座 位〉 L坐. 位〉
1/ 1/ 2 胡座型 E争辞表〈鍔5回}1/ 第二十一表 欄タト 経験年数別比較表
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